
callingの音声とは異なって表現的であり,記号的表出

という観点からとらえることができる｡

2)昨年度におこなったのとは異なった家系に屈する

オトナのメスについて,個体追跡を行なった｡その結

果,記号行動においても,また個体関係においても,こ

れまでに行なった結果とよく似た傾向を見ることができ

た｡しかし.細かくみると.イ)グルーミングに伴う音

声は個体ごとの差がある｡ロ)母とコド毛を産んで独立

した娘との問には,音声を伴ってグルーミングをする関

係と,そうでない関係がある｡

3)グルーミングに伴う記号的音声の個休差をみるた

め.各個体について.グルーミングに伴って発する音声

のリストをつくった｡

4)今回は,オトナオス2重巧の偶休追跡を行なった｡

オトナのオスのグルーミングに伴う記号的行動は,メス

とは異なったものであることが明らかになった｡オトナ

のオス同士のク●ルーミングは,それに先行して mOunト

ingを伴うことが多く.とくにオトナのオスがコドモの

オスにグルーミングをしてもらうときには,ほとんどオ

トナのオスからコドモのオスへの mountjng が先行す

る｡オトナのオスとオトナのメスの間でのグルーミング

で.苛Pを伴うことは柿である｡

5)4才のメスを個体追跡し,この個休が,グルーミ

ングを行なうときに音声を伴うかどうかを調べた｡この

佃体は,lSF･先に初産年令をむかえる｡そしてまだ.オ

トナの航位の中に組みこまれてはいない｡結果は,この

ような若年者同士のグルーミングには音声が伴わないよ

うである｡

これらのBl料を益にして.グルーミングに伴う記号行

動の分析を探め.また一九 個体間関係から社会構造を

梢茶する仕叫を巡める｡

自然環境下におけるニホンザルの攻撃的行動の

発達に関する比較行動学的研究

0
水原洋放 く日本モンキー ･センター)

大分市布鳩山自然動物園において.ニホンザル自然群

を奴察し,幼児Jmにおけるマウンティング行動の発達退

校を記録して.それを社会的場における個体の攻撃性の

発現と結びつけて考察を行なった｡その結果を以下に述

べる｡

1. 行動を形成する詩聖累とその発現過程

マウンティングは,二個体のは蝕から相互のしがみつ

き合い-とっくみ合い-押さえつけ-のりかかり.とい

う収梓で発現する｡いわゆるマウンティングと,その後

に受け手の瓜Fjからマウンティングを誘発する行動として

発現するプレゼンティングとが組み合わさって形成され

る｡マウンティングの方は,生後 1.5カ月ほどで出現

するが,プレゼンティングは明らかにそれよりおくれて

習得される｡

2.行動発現の動概と社会的行動としての位だづけこ

の行動の動機は,個休が仙個体に向ける攻喋性の表にIn

発していると考えられ,社会的には優位行動として位把

づけられる｡またこの行動はオスの幼児においてより早

く, ひんぽんに現われ, 優位行動として習得されるに

到るが.メスの幼児においては,より不明確な形で現わ

れ,優位行動として習得されることはない｡

3.性行動との関連性

この行動は交尾行動 と同じ姿勢をとって行なわれる

が,性的成熟に逮する退か以前 に優位行動 として完成

し,それに性的衝動が動枚として附加されるのはずっと

遅れて,また柿にしか山現せす,しかもオスの同性間に

限って見られ るにすぎない｡従って性行動と共通の起

源.動枚を持つものとは考え兜い｡

なお成果の一部を下記に発表した｡

水原洋城 (1971):周のり論序説｡季刊人yI学 2(4):

63-85.社会思想社｡

野性ニホンザルの性行動のバターンの分析

√ 都守淳失 く日本モンキー .センター)

実験室に隔離されたニホンザル6対が示す性行動のバ

ターンと,野性のそれと比較するため,1月15日から29

日に至る15日臥 事由においてその性行動の自然奴祭を

施行した｡観察は,すべて一般情況と個体関係および行

動のパターンのtaperecOrdingと.,全 mountingの8

ミリ記主副こより媒録した｡観察した性的行政は,オス9

疏+2(個休名未確認),メス 9頭十2から成りたつ25

mountingseriesであった｡これらは.6回の moun-

tingattempt,291回の mountingと9ejaculation に

袋約される｡この期問.性行動に従事した個体は.オス

では gori,kumo,ikaru.nosuri.saru,nobori.ei,nomi.

semushiの4-20才の個休で 4才以上の11個体につい

ては直接観察されなかった｡また,メスでは,sarume,

kaki,shiba,satsuki,sakaki,tsuga,zai,sakura.ego

の5-15才の9頭で.5才以上の26豆副こついても直接観

察されなかった｡すなわち.オスでは45%,メスでは26

0/Oの個休の性的行動がこの期問に記録された｡オス,メ

スの平均 mountingseriesの観察回数は26回.選ばれ

た対象個体数はいずれも1.8頭であった｡各 mounting

seriesの mOunting数は1回から115回にわたり,その

平均は11.5回であった｡また ejaculationに適した9例

の平均 mounting数は7.9回であった｡115回の series

はeiとkakiとの問で約2時間を経過して行なわれたも
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のであり,また次ぎの43回の seriesは.若い goriと

sayuriのRqで.小泊の沢からコソコツに至る約600mの

移動中に噺続的になされた｡ この際 sayuriは伏臥する

goriの狩に紙幅的に pelvicthrust を多放回行なっ
た｡この2例においては,いずれもejaculationは見ら

れなかった｡semushiはこの)gm shibaとコソソート

自 由 課 四

二ホンザルオスの生殖槻能の季節変動

0′ 及び性成熟

和 秀雄 (日本モンキー ･センター)

材料及び方法

高帆山(大分市)のサルを対象に,6月18頭,8月20頭,

10月17qlの柿敷紐約及び血液材料を採取し,1月に採取
した50両とあわせ計105頭について検討した｡紐紙材料

は,採IR後プアン同定,パラフィン包埋,lI.F･.淡色に

よって町祇銃的に観察した｡血披材料は.血中テストス

テロンを測定すべく畔伯している机 現Tf.までのところ

終了していないので.組絞所見についてのみ稚/uhする｡

結 果

1)Jl枯枝能の季節変動

matingseason には活発な相子形成が行なわれてい

る机 6月の標本の多くでは regressiveな変化が目立

ち,8月でも regressionが顕著である｡6月,8月に

も精子はしばしば認められるが性細胞の多くは,腺腔内

に脱落し,極期には,セルトl)細胞と析祖細胞しか認め

られない状唐にまで至る｡しかし,10月の標本の多くで

は.progressiveな変化が目立ち.すでに杓子形成が活

発に行なわれているものも認められた｡なお.除のうの

上から計測した約腿の sizeも.matingseasonには
大きく.non･matingseason には小さくなるのが認め

られた｡

2)性成熟

すでに卯1大日餌舶山の頃から.桁祖細胞の動きは認
められるが,節2大日歯研LtJlの頃から特に活発な分裂像

が認められ,早いものでは.この時卿こ椅子形成が認め

られた｡しかし,全体としては,永久歯列になる頃に,ほ

とんどのサルの精巣は成熟した状態になるようである｡

走査型電子顕微鏡による霊長類椅子の研究l)

俣野昔計 (大阪市大 ･医 ･肝剖)

松林清明 (霊長研)

大道彰 (大阪市大 ･医 ･泌尿君詩)

近年における輔乳類杓子の研究は,主として通常型屯

17走査屯矧こよるマカカ屈折子の比較研究｡日本花

子田放出学会邦28回学術吉持続会 (1972)｡

関係にあったれ 3回の mountingattemptに終った

のみであるが,adultfemaleに対する若干 aggressive-

nessを俳う ｢あと引き｣ が20-30回見ら.れた｡ また

nomiにおいては,いわゆる ｢partialejaculation｣が

確認された｡上記汽料の分析は現在iLE行中である｡

子顕微鏡 (以下Enl.T,'TE即と略す)によって.耶子の内部

構造がその前身である杓子細胞のどの細胞内小変詩官に由

来するかを明 らかにす ることに袋申されてきた｡ しか

し,嘱乳類精子にみられる形態の多様性が進化の上で,
どのような意味を持っているかについてはほとんど知ら

れていない｡

走査型rFu子顕故銃 (以下走査TIFRと略す)の狩人は.

桁子の全形を今迄の光学即微iTiでは狩られなかった分解

随と立体視で枇察することを可憶にし.鵬乳yl杓子の比

蛇形態学に新しい辺をひらいた｡俣野は現在までに有胎

幻加の主なグループを代'Liすることか山来ると思われる

7日19位の動物のflQi子を走充Tl孤で組察した(俣野1971,

1972)｡その紙料 ま.体内受精を行なうようになった輔

乳類では,杓子は生態的な形哲をあまり受けずに.この

グループの進化の過程を示す形態を保持していることを

明らかにしている｡

更に上記の研究において,俣野は柾めて近縁で交尾は

するが推柾のできないドプネズミRatLtLSIZOrVCgz'cusと

クマネズミRattlLSraLEILSの杓子を比較したところ.ド

プネズミではql怒股跡こ特有の小さな突起が存在する

机 クマネズミでは,そのような突起は祝祭されないこ

とを明らかにしたのである｡

虫近,巧打写し獄の受矧こおける椅子頭部の超政柄道の変

化が通常電顕で詳しく観察されるようになったが (野田

･柳町 1971),俣野は上記の研究において受精能獲得現

象に関係すると考えられている頭部前域の表面構造と,

配偶子融合に関係すると考えられている頚部後域のそれ

とが相違することを明らかにしている｡

本研究の目的は.(1)霊長類椅子を系統分類学的に比較

することと,(2)霊長類盟砥学のための基滋としての椅子

表面の詳細な形態学的観察である｡

材料及び方法

放映肘まニホンザル MacacLZfLLSCaEafuscaEa.ヤク

ザルM.fLtSCatayaktLF'.タイワンザル M.cycZo〆S.ア

カゲザル M.mlLhztEa.カニクイザル M.Z'1･tLSの5柾蛾

7頭であった｡

生括他力を机わすに相子紋を和るために.泌尿宕琵科で

行なわれる椛狩出形法に恥じて.23Gのエラスターを杓
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